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関関係係・・分分野野

１０.地球・生命環境講座

教教員員

11〜〜22回回生生

生物科学

教授： 市岡 孝朗（群集生態学）・瀬戸口 浩彰（植物系統進化学）・今吉 格（分子生物
学）・宮下 英明（藻類学）・ 西川 完途（系統分類学）
准教授：土屋 徹（分子生物学）・吉村 成弘（生命科学）
助教：阪口 翔太（植物系統地理学）・佐藤 博俊（菌類系統分類学）・幡野 恭子（細胞生
物学）
特定助教：原壮太朗（比較形態学・分類学）

＜全学共通科目＞
動物自然史Ⅰ/Ⅱ
植物自然史Ⅰ/Ⅱ
真菌自然史
行動生態学入門
藻類学概論
「生命の進化」概論
生化学入門
細胞と分子の基礎生物学
生物・生命科学入門
生物学実習Ⅰ〜Ⅲ

＜学部科目＞
自然科学入門A
自然科学入門B
地球と生命の起源と進化
基礎演習：植物野外実習（高山植物の観察）
基礎演習：微生物ってなに？ -身の回りの微
生物
総合フィールド演習

上記の生物科学関連科目に限らず、自然科学の様々な分野を幅広く学んでください。
全学共通科目の生物学実習Ⅰ〜Ⅲでは、実習を通して生態学から生命科学までの基礎を学
ぶことができます。

自然科学系

＜学部科目＞
生物適応変異論Ⅰ/Ⅱ
生物多様性・生態学
生体分子機能論Ⅰ/Ⅱ
細胞生物学Ａ/Ｂ
分子細胞生物学演習Ａ/Ｂ
自然史演習Ａ/Ｂ
課題演習：生物学Ａ/Ｂ

＜学部科目＞
総合フィールド演習
自然科学特別ゼミナールI

生物学の実験・研究には化学・物理・地学・数学（統計学）の基礎知識も役立ちますので、各自の興味
に合わせて幅広く履修することを推奨します。
学習テーマやそれに合わせた科目履修については、生物科学系教員に気軽に相談してください。

44回回生生

卒業研究を進める上で必要な知識を自主的に学修してください。

＜学部科目＞
自然科学特別ゼミナールIIＡ
自然科学特別ゼミナールIIB

22〜〜33回回生生

生物科学の基礎的科目を中心に、自然科学を幅広く学んでください。
課題演習：生物学では、より専門的な内容の実習を行います。

33回回生生

卒業研究に向けて、生物科学のより専門的な内容を学修してください。
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専 門

サンショウウオ類やイモリ類の個体発⽣や形態変異から形態的多様性を理解して、サンショウウオ・イモリ類全体における形態進化を
解明することを目指した研究を⾏っています。最近では、特別天然記念物であるオオサンショウウオの保全に関わる研究も進めていま
す。

担
当
授
業
科
目

総合人間学部   

地球・生命環境講座

ｵﾌｨｽｱﾜｰ
(在室時間)

ﾌﾘｶﾞﾅ

職 名

　　木曜日　　　　13時30分～14時

2890Eメール

氏 名

人間・環境学専攻

原　　壮　大　朗

ハラ　ソウタロウ

生物学実習Ⅰ・Ⅱ

比較形態学・分類学

人間・環境学研究科棟 518 hara.sotaro.5f@kyoto-u.ac.jp
内線

(075)753-****

現在は両⽣類の形態(特に骨格)を専門として研究していますが、修士課程は魚の骨格に関わる研究をしていました。この修士課程での
経験は両⽣類の骨格を理解するのに非常に役⽴ちました。⾃分が興味あることと関係ないと思っていることでも、いつか役⽴つと思い
ます。様々な分野のある総合⼈間学部ですから、たくさんの⼈と交流して⾒聞を広めてみてください。

研究室

自然史演習A・B

助 教

課題演習：生物学A・B

所属 人間・環境学研究科

研
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自然科学系 地球・生命環境講座
　　　　《履修モデル》　　

講講座座 １０.地球・生命環境講座

学学系系 自然科学系

関関係係・・分分野野 地球科学

　地球科学は、さまざまな学問分野の知見や手法を地球や惑星にあてはめるという応用科学の側面が
あります。他の自然科学の分野や数学・情報学などを学ぶことは、地球科学を学ぶことにつながって
います。あなたの地球や惑星に対する関心に合わせて広い分野を学ぶことを薦めます。
　「必要となったら、なんでも、いつの時点でも、どこに行っても勉強する」ことが大切です。理学
部など他学部で開講されている地球科学・宇宙物理学関係の専門領域の講義や実習も、積極的に履修
することを推奨します。
　学習テーマやそれに合わせた科目履修については，地球科学系教員に気軽に相談してください。

33回回生生

＜学部科目＞
課題演習：地球科学A・B（2回生でも履修可能ですが、3回生からの履修を強く推奨しま
す）
自然科学特別ゼミナールI

卒業研究の方向性を意識しつつ、地球科学のより専門的な内容を学修してください。
下記のような理学部科目を興味や必要に応じて履修することを強く推奨します。
［理］基礎宇宙物理学I・II／惑星物理学／弾性体力学／地球流体力学／固体地球物理学
A・B
　　　海洋物理学I／気象学I／地球電磁気学／物理気候学／地球テクトニクスI／岩石学／
鉱物学
　　　宇宙地球化学／地球惑星物質科学基礎論／地球惑星史基礎論／地質調査・分析法
I・II
　　　古生物学I／環境生態学　など

44回回生生

＜学部科目＞
自然科学特別ゼミナールIIA・IIB

卒業研究に取り組みながら、必要な知識を自主的に学修してください。
下記のような理学部科目から卒業研究テーマに関連するものを履修することを強く推奨し
ます。
［理］宇宙物理入門／地震学／海洋物理学II／気象学II／太陽地球系物理学／火山物理学／
活構造学
　　　変成岩岩石学／鉱物学特論／地球テクトニクスII／古生物学II／堆積学　など

22回回生生

＜全学共通科目＞
フィールド地球科学／太陽系と地球の物質
＜学部科目＞
総合フィールド演習／地球科学演習A・B

自然科学を幅広く学ぶとともに、地球科学の発展的な科目を履修してください。
下記のような全学共通科目・理学部科目を興味や必要に応じて履修することを強く推奨し
ます。
［全共］振動・波動論／力学続論／電磁気学続論／統計入門／無機化学入門A・B／生命
の有機化学
［理］天文学概論／地球物理学概論I・II／地質科学概論I・II／地球連続体力学／観測地球
物理学
　　　計算地球物理学／グローバルテクトニクス／生物圏進化史／太陽系と地球の化学／
海洋生物学　　など

教教員員
教授：小木曽 哲（岩石学／地球惑星化学）・石村 豊穂（環境解析学／地球化学）
准教授：加藤 護（固体地球物理学／地震学）
助教：藤井 悠里（惑星科学／宇宙物理学）・桑野 太輔（微古生物学／地質学）

11回回生生

＜全学共通科目＞
基礎地球科学A・B／地球科学実験／地球の物理／地球の誕生と進化／宇宙科学入門
＜学部科目＞
自然科学系入門A・B／地球と生命の起源と進化／総合フィールド演習

地球科学に限らず、自然科学の様々な分野を幅広く学んでください。
下記のような全学共通科目を興味や必要に応じて履修することを強く推奨します。
［全共］微分積分学（講義・演義）A・B／線形代数学（講義・演義）A・B／数学基礎
A・B[文系]
　物理学基礎論A・B／熱力学／物理学実験／基礎物理化学（量子論・熱力学）／基礎有
機化学I・II
　基礎化学実験／生物・生命科学入門／「生物の進化」概論／生物学実習I　など
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